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原著 〔実践研究〕

なぜ絶対音感は幼少期にしか習得できないのか?
-訓 練開始年齢が絶対音感習得過程に及ぼす影響-

榊 原 彩 子*

絶対音感の発達 には臨界期が存在 し,6歳 を超 えると絶対音感習得が困難であることが指摘されてい

る。加齢にともなう変化が絶対音感の習得可能性 を減 じていると考 えられるが,本 研究では年齢の異な

る幼児(2歳 児4名,5歳 児4名)に 対 し,同 一の和音判別訓練法による絶対音感習得訓練を実践 して彼 らの

絶対音感習得過程 を縦断的に明らかにし,年 齢によって習得過程 の様相 も異なるのか調べることで,加

齢に ともなう変化 を検討 した。音高 という属性に 「ハイ ト」 と 「クロマ」の2次 元があるという考 えに

従えば,絶 対音感 とはクロマの特定能力であ り,そ の習得 とはクロマの参照枠形成 とみなせ る。訓練課

題のエ ラーから聴取傾向を記述すると,習 得過程中,年 少児 は早い段階で クロマに着目し,全 体的 にク

ロマ次元 を重視した聴取傾向を示 したのに対 し,年 長児 はクロマ次元の利用が少な く,一 貫 してハイ ト

次元 に依存 した聴取傾向を強 く示 した。加齢に ともなう変化 として,ク ロマ次元に依存する傾向が減 じ,

逆 にハイ ト次元 に依存する傾向が増す という変化が示唆 され,ク ロマの参照枠形成である絶対音感習得

が,加 齢 により不利 になる様が示 された。

キーワー ド:絶 対音感,絶 対音感の習得過程,臨 界期,和 音判別訓練法,ハ イ トとクロマ

問 題

絶 対 音 感(absolute pitch:以 下AP)と は,外 的 基 準 音

との 比 較 な し に任 意 の音 の 音 高 を特 定 で き る,あ る い

は指 定 され た 音 高 を生 成 す る こ とが で き る 能 力 の こ と

で あ る。APは 耳 で 聴 い た だ け の 音 楽 を演 奏 し た り楽

譜 に し た りで き る 他,暗 譜 や 作 曲 活 動 に有 利 とい っ た

利 点 か ら注 目 され る音 楽 的 能 力 で あ る 。 こ のAPを 保

有 す る者 は,音 楽 を 専 門 と しな い 一 般 人 で0.1%,音 楽

家 で10～15%程 度,存 在 す る と さ れ る(Baharloo,John-

ston,Service,Gitschier & Freimer,1998;Gregersen ,Kowla-

Sky,Kohn, & Marvin,1999;Profita & Bidder,1988)。APに

関 し特 に興 味 深 い 現 象 と して,発 達 に臨 界 期 が 存 在 す

る との 指 摘 が あ る。AP発 達 に 関 して は 「早 期 学 習 説 」

が 有 力 で あ り,こ の 主 張 に従 え ば,APは 万 人 に 学 習 可

能 だ が 限 ら れ た 時 期 し か 学 習 が 有 効 で な い(Abraham,

1901;Cohen & Baird,1990;Copp,1916;Crozier,1997;

Sergeant & Roche,1973;Takeuchi & Hulse,1993;Ward,

1963a,1963b;Watt,1917)。

す る と加 齢 に と もな っ て 生 じ る あ る 変 化 が,万 人 に

備わっているはずのAP習 得 可能性を失わせていると

考えることができる。本研究では,年 齢の異なる幼児

に対 し同一 のAP習 得 訓練 を実践 し,年 齢 の違 いに

よってAP習 得 にいたる様相 に違いがあるのか調べる

ことで,加 齢 にともなう変化 を検討する。加齢により

AP習 得 可能性が失われ る背後の現象 として,習 得過

程においても相違が認 められ ると予想す る。

そ もそも 「早期学習説」の根拠の多 くは間接的な も

のであ り,主 にAP保 有率 と音楽的訓練開始年齢の関

係にある。音楽的訓練開始が早いほどAP保 有 率が高

い(Miyazaki,1988;Sergeant,1969;van Krevelen,1951;

Baharloo et al,1998)。で は何歳 までがAP習 得可能な年

齢 なのであろうか。Sergeant(1969)は 音 楽家にAP保

有 状況 と音楽経験を問 う質問紙調査を行 った結果,AP

保 有者の音楽的訓練開始年齢の最頻値 は5歳,非AP

保 有者では6～7歳 であった。Miyazaki(1988)は 被験

者 となったAP保 有者全員が5歳 までに音楽的訓練 を

開始 していること,Van Krevelen(1951)は,殆 どのAP

保有 者が7歳 までに音楽的経験 を持ち,訓 練開始年齢

の平均は4.9歳 で あること,Baharlooら(1998)は600名

以上の音楽家の うち,4歳 以前 に音楽的訓練を開始 し

た者の40%がAPを 保 有 していたのに対 し,9歳 以 降

に開始 した者のうちでAP保 有者 は3%に 過 ぎなかっ
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たことを,そ れぞれ報告している。Baharloo,Service,

Risch,Gitschier,&Freimer(2000)は これら諸研究 を

ふまえ,お よそ6歳 までをAP習 得の臨界期 と結論づ

けている。

また多 くのAP保 有者は,彼 らが覚 えて いる限 り

ずっと以前から自分はAPを 保有 していた と主張す る

(Carpenter,1951;Corliss,1973;Takeuchi,1989;Wynn,

1973)。Profita & Bidder(1988)は,AP保 有者の25%

が5歳 までに,90%は10歳 までに自分の能力に気づい

ていることを述べている。 これ もAPが 幼少期 に獲得

される能力であることを示す間接的証拠である。逆に

幼少期を過ぎて,例 えば成人 になってか らAPを 習得

することができたという報告が1例 も存在 しないこと

も,間 接的証拠 と言えるだろう。

直接的に臨界期 を示す数少ない証拠 として もっとも

古い ものでは,Sergeant & Roche(1973)の 研 究があ

る。彼 らは年齢の異なる幼児(3～6歳)に 単旋律 を聴か

せ3週 間後に再生 を求めた ところ,年 少児 はより絶対

的音高を正確に再生す ることに重点を置いたのに対 し,

よ り年長の幼児 は旋律輪郭のような音高の相対的側面

を重視 した再生 を行 ったことを報告 している。Crozier

(1997)は,参 照音(A4:中 音域のA)の 習得 について幼

児(4～5歳)と 青年(13～15歳)で 比較 を行った ところ,

6週 にわたる訓練の結果,幼 児は訓練前 と比較 して も

青年 と比較して も,有 意 に優れた参照音特定を行 うこ

とを示 した。Saffran & Griepentrog(2001)とSaffran

(2003)は,乳 児 と成人に対 し音列 を用いた学習課題を

課 し,乳 児はより音高の絶対的側面に注目する傾向が

あることを報告 している。 これらの結果はいずれも,

年 少の乳幼児がより年長の者に比べ,音 高 を絶対的に

とらえる傾向があることを示す ものである。

もっとも直接的な証拠 として江口(1991)は,APを

訓練 によって習得 させる実践 を行い,そ の経験から6

歳 半までに訓練 を開始することが必須であ り,7歳 を

超 えるとAP習 得が著 しく困難であることを述べてい

る。しかし実際のAP習 得において年齢 の違いがどの

ように影響 しているのか,検 討した試みは未だなされ

ていない。榊原(1999)は,一 般的なAP習 得過程 を明

らかにするべ く,一 般的な訓練開始年齢 である3歳 の

幼児に対 し江口の和音判別訓練法 によるAP習 得訓練

を行 っているが,本 研究ではより年少,年 長の幼児を

対象とし,彼 らの習得過程 を対比 させ る。年齢の違い

が習得過程 に及ぼす影響 を明 らかに し,い かなる発達

的変化がAP習 得可能性 を奪 うものなのかについて検

討を行う。

目 的

和音判別訓練法では3～4歳 時に訓練 を開始するこ

とが一般的であ り,全 体 の約9割 が この年齢に訓練 を

開始する(江 口,1991)。 本研究では以降,3～4歳 で訓

練 を開始 した事例 を 「一般的事例」 と呼ぶ。対 してよ

り年少の2歳 で開始 した事例 を「年少事例」,年 長の5

歳 で開始 した事例 を 「年長事例」 として,彼 らに同一

の訓練を実践する。理解力の点から2歳 未満で訓練 を

行 うことは通常不可能であり,2歳 が事実上最年少 と

なるため,2歳 開始事例 を年少事例 とした。逆 に7歳

を過 ぎて訓練 を開始 してAPを 習得することは極めて

稀であるので,訓 練可能な最年長 は6歳 となる。 しか

し6歳 を過ぎての訓練開始 はAP習 得にいた らない危

険があるため,原 則 とは異なる処遇を行 うことが多 く,

比較 に適 さないoそ こで今回の分析では5歳 開始事例

を年長事例 とした。一般的事例 と対比 させ,年 少,年

長事例それぞれに共通する特徴を抽出す ることで,加

齢に ともなってAP習 得にどの ような変化があるのか,

考察することを目的 とする。

方 法

(1)AP習 得訓練法

訓練成功率が90%以 上 と非常に高いこと,訓 練効果

の持続性が確認 されていること,訓 練法の詳細が公開

されていること,等 の点から江口(1991)に よる和音判

別訓練法 を採用し実践 した。また榊原(1999)の 結果 と

対比 させ るためにも,同 一の訓練 とした。本訓練法の

最大の特徴は,訓 練刺激 に単音ではな く和音を使用す

ることである。和音 という刺激が相対的な音高ではな

く音 自体が持つ響 きをとらえさせるのに有利であるこ

とが,AP習 得 における有効性 を支 えると考 えられ る。

白鍵音のAPを 習得するためには9和 音,黒 鍵音の

ために最小で5和 音,最 大で15和 音,判 別で きるよう

になることが必要である。和音判別が可能 になった時

点でAP獲 得が保証 される(大 浦・江口,1982)。本 研究の

分析では,白 鍵音のための9和 音の判別 までの過程 を

分析する。FIGURE1に,9和 音 を導入順 に示 した。和

音数1か ら開始 し,原 則的には判別の際に誤 りが生 じ

ない範囲内で和音を1つ ずつ導入 していく1。9和 音の

判別が可能になった後は,本 研究での分析対象外であ

1和 音を導入するペースは最速で2週 間毎
。原則的にいったん

導入した和音は減らさないが,エ ラーが多く生じた場合は被験

児の負担を軽くするため,エ ラーの原因となる和音を減らすこ

ともある。
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FIGURE1訓 練 で使用する和音

るが,黒 鍵音 を含む和音の判別訓練,和 音を単音の記

憶へ と分化 させ る訓練を行 いAP習 得にいたる。要す

る期間 は,白 鍵音の9和 音判別 までに約1年 ～1年 半,

黒 鍵音の和音判別にさらに約半年～1年,単 音への分

化に約1年,こ れ らをあわせ全ての音 についてAPを

習得す るまでに,短 くても約2年 半,長 くて約4年 を

要する。

訓練は主に和音判別課題 を毎 日行 うことか ら成 り立

つ。1回 の訓練は20～30試 行(時 間にして2～3分),1日

4～5回,1日 に約100～150試 行,行 う。訓練で用い

られる和音は色 と対応づけられてお り,被 験児は和音

判別が可能になるまでは音名 を知 らされず,和 音 を色

名で呼ぶ(FIGURE1参 照)。色名 を使 う理 由は,音 名が音

階上の音の高低関係を意識させてしまう可能性が高 く,

そ れを避 けるためである。

(2)訓 練 および分析手続 き

被験児はいずれ も,東 京都内音楽教室のAP習 得を

目的 とす るコースのみを受講する幼児であり,そ の両

親がAP習 得訓練 を子 どもに受けさせ ることを自ら希

望し,実 験 に参加 した者である。事前 に,訓 練の主旨,

内容について両親に了解 をとり,訓 練途 中で随時中止

する自由がある旨も伝えた。

主な訓練者である被験児の母親が,ピ アノで和音 を

ランダム順 に弾 き,被 験児の回答を記録する。被験児

は和音の色 に対応 した旗の中から聴 こえた和音の色 の

旗 を手 にもち,色 名 を言 うことで回答する。誤答の場

合 には正答 を伝 え,も う一度聴かせ る。

分析方法は,榊 原(1999)に 準 じる。白鍵音のAPが

9和 音の判別 をもって保証 されることから,本 研究で

は訓練開始から9和 音判別 までの過程 を主な分析対象

とする。 いずれの場合 も被験児の母親が毎日の訓練記

録 をとり,実 験者 は記録をもとに2週 おきに訓練指示

を出す。指示 により処遇が行われて1週 間後の1日 分

の記録を分析対象 とした。分析対象 日は,2週 おき,

処遇 と処遇の中間地点 に位置する。記録には開始か ら

時系列順 に番号をつけ,「 記録1」,「 記録2」,,,と 呼

ぶこととする。

(3)被 験 児および事例の選択

最終的に分析の対象 とした被験児 は,2歳 で訓練 を

開始 した年少事例4名,5歳 で訓練 を開始 した年長事

例4名 である。分析事例の選定にあたっては,訓 練の

様相 に影響す ると考えられる訓練量 と音楽経験を統制

し,以 下の3条 件 を満たす事例 に限った。(1)1日3回

以上の 一定量の訓練 をほぼ毎 日継続 できた事例(病 気,

旅行等にともなう訓練休止期間が1週 間以内)。(2)2週 間お き

に取 る記録 に欠測がない事例。(3)幼稚 園や保育園以外

での音楽的教育 を受 けた経験がない事例。

その結果,分 析対象 となった事例 は以下8事 例であ

る2。各事例 とも,最 終的に5オ クターブに渡 る音域 の

単音 をランダムに出題 した単音特定課題 に100%正 答

し,AP習 得 にいたったことを確認 している。以下,性

別・訓練開始年齢(訓 練開始年月日～)・9和 音が判別でき

るようになるまでの期間(分 析対象記録)・AP習 得年月,

を記す。AP習 得年月とは,単 音特定課題 を実施 し完全

正答できるにいたったことを確認 した月である。

・年少事例A(以 下,年少A):女 児 ・2歳8ヶ 月(1997年

2月26日 ～)・16ヶ 月(32記 録)・1999年8月

・年少B:女 児 ・2歳8ヶ 月(1995年7月10日 ～)・11ヶ

月(22記 録)・1997年7月

・年少C:女 児・2歳10ヶ 月(1995年12月30日 ～)・15ヶ

月(30記 録)・1999年1月

・年 少D:女 児 ・2歳10ヶ 月(1996年12月15日 ～)・

8.5ヶ 月(17記 録)・1998年7月

・年長A:女 児 ・5歳10ヶ 月(1999年4月13日 ～)・12ヶ

月(24記 録)・2001年6月

・年長B:女 児 ・5歳2ヶ 月(1995年11月4日 ～)・12ヶ

月(24記 録)・1998年12月

・年長C:女 児 ・5歳6ヶ 月(1998年3月5日 ～)・18ヶ

月(36記 録)・2001年11月

・年長D:男 児 ・5歳5ヶ 月(1998年1月28日 ～)・10ヶ

月(20記 録)・2000年3月

2当 初開始した事例は年長事例6事 例
,年 少事例8事 例。不採

用の6事 例も全てAP習 得にいたっているが,以 下の理由によ

り今回の分析から除外している。年長事例2事 例については,

2事例とも音楽的経験があったこと,う ち1事 例については非

常に訓練量が多いという点で特徴的であったことが理由であ

る。年少事例4事 例については,2事 例は記録に欠測が多く,

かつ訓練量が時期を通じて一定でなかったこと,1事 例は家庭

の事情で一時長期に中断していること,1事 例は訓練量が一定

でなかったことが除外の理由である。
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結果 と考察

結果について は,年 少,年 長 事例 をそれぞれ榊 原

(1999)に よる一般的事例にお ける習得過程 と対照 させ

ることで考察 してい く。榊原 はAPを 理解する枠組み

として 「音高2次 元性」の考 え方を利用 している。音

高には,周 波数に対応 して連続的,直 線的に変化 して

いく「ハイ ト(tone height)」という特性 と,音 名 と対応

したカテゴリカルな 「クロマ(tone chroma)」 とい う特

性がある(Kallman & Massaro,1979;Revesz,1954;Risset,

1978)。APと は音名,す なわち音の 「クロマ」を特定す

ることがで きる能力のことであるので,AP習 得 過程

はクロマ次元 の参照枠の形成過程 として記述できるこ

とが予想 される。一般的事例 にお ける習得過程 を,ハ

イト,ク ロマ,各 次元に依存す る傾向で記述すると,

訓練初期 はもっぱらハイ ト次元 のみに依存して和音判

別を行 うが,和 音数が増 えてハ イ ト次元のみでは十分

な判別がで きな くなって くると,ク ロマを手がか りと

して着目するようになり,ハ イ トとクロマ両次元に依

存 したス トラテジーが拮抗する段階 を経て,両 次元 に

基づいた正確 な和音判別へ といた る過程 となる(榊 原,

1999)。本 研究において も,ハ イ ト,ク ロマ,両 次元 に

依存する傾向を分析することで習得過程を記述する。

(1)和 音 数の推移

先行す る和音間で判別が可能 になった ことを受けて

和音 を導入するので,和 音数の推移 は訓練の様相をあ

らわす指標の一つ となる。一般的事例における和音数

の推移は,初 期 に比較的順調に和音数が伸び,和 音数

が6な い し7に なった時点で数 ヶ月和音数が停滞する

期間があ り,そ れを過 ぎて徐々に和音数が増えるとい

う特徴が共通 して見 られたが,そ の点については年少,

年長事例 ともに,一 般的事例 と大 きく変わるところは

ない。和音数が増えるスピー ドや停滞する期間の長さ

は事例によ り違 いがあるが,和 音数が6な いし7に 達

した時,停 滞期 を迎 えるパターンは共通 している。FIG-

URE2か ら明 らかなように,停 滞期 は,年 少B,C,年

FIGURE2年 少 ・年長事例における和音数の推移

*グ ラフ横軸 は時間軸 をあ らわ し,完 成 期 にいた るまでの各 記録時の和音数 をプロ ッ トしている。 記録 は2週 間毎 であるの で,横 軸

ひ と目盛 りは2週 間 をあ らわす。FIGURE4～11で 記 録の抜粋 を示すが,そ の地 点 は特 に■で プロッ トしてあ る。
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長Dで は和音数6の 期間,年 少A,年 長A,Bで は和

音数7の 期間,年 長Cで は和音数6お よび7の 期間と

みなせる。年少Dだ けが例外的に停滞期が存在 しない

ようにもとれるが,和 音数7で 約1ヶ 月間 とどまって

いることはそれ まで2週 間毎に必ず和音が増えてきた

ことと比べる と一種の停滞であるので,停 滞期が非常

に短いケースとし,停 滞期 は和音数7の 期間 と解釈 し

た。

全事例,一 般的事例の分析 と同様,初 期 の和音数が

増 える時期を「第1期 」,和 音数6～7で 和音数が停滞

する時期 を 「第II期 」,再 度増 えてい く時期 を 「第III

期 」,最終的に9種 類の和音の判別が可能 になった時期

を 「完成期」として,FIGURE3に 図示するように段階

を区分 し,以 下に考察 を進める。

(2)段 階 ごとの考察

各段階どのような聴取を行っているかは,訓 練 とし

て行 う和音判別の際に現れ るエ ラーを分類 し,そ の出

現割合で示 す。判別課題 中のエラーは榊原(1999)同

様,主 に 「ハイ ト依存エラー」,「クロマ依存エラー」,

「不明エラー」の3種 類に分類することがで きた。ハ

イ ト依存エラー とは,例 えば 「CEG」 を 「CFA」 と答

えるように,ク ロマが異なっているにもかかわらずハ

イ ト次元上近接 しているために混同してしまうエラー

であり,ハ イ ト次元に依存 した,音 の高低 を手がか り

とするス トラテジーを反映 したエラーである。クロマ

依存エラー とは,「CEG」 を 「EGC」 と答えるように,

ハ イ ト次元上離れていながら構成音が同じ,す なわち

同 一クロマの和音間でのエラーであ り,ク ロマ次元 に

依存 した,響 きを手がか りとするス トラテジーを反映

したエラーである。不明エラーは,わ からない とする

反応である。

榊原(1999)に よ る一般的事例における習得過程の特

徴 は以下のように要約で きる。第1期:和 音数が少 な

いため正答率は高 く,わ ずかに見られるエラーの殆 ど

はハイ ト依存エラーであ り,ハ イ ト次元 に基づいた判

別が成功している段階。第II期:和 音数の増加 によっ

FIGURE3和 音 数の推移によって定義 され る段階

て正答率の低下する とともに,わ ずかなが らクロマ依

存エラーが出現 し,ハ イ ト次元のみに基づ く判別に限

界が生 じ,ク ロマ次元への着目が生 じる段階。第III期:

正 答率が非常に低 くなり,特 にクロマ依存エラーが増

し,ク ロマ次元 を重視 した聴取へ と変化している段階。

完成期:ほ ぼ全て正答できるようにな り,ハ イ ト,ク

ロマ両次元に基づいた正 しい判別が可能になった段階。

APが 音のクロマを特定する能力 であることから,そ

の習得過程は判別の手がか りにクロマ次元を組み込 ん

でい く変化 と解釈できる。

(2-1)年 少事例の考察

【年少A】 各段階代表的な記録2記 録ずつ,FIGURE4

に示 した。紙面の関係上,全 記録 を示すことはで きな

いので他の記録および完成期以降の記録 は割愛する。

もっとも注 目すべ き特徴 は,第1期,和 音数が4に なっ

てはじめての記録(記 録4)で す でにクロマ依存エラー

が出現 していることである。クロマ依存エラーは構成

音が 同じ和音 同士 の混同であるた め,4番 目の和 音

「ACF」(「CFA」 と構成音が同じ)が 導入 されてはじめて

起 こりうるエラーである。第1期 内のそれ以降の記録

でもクロマ依存エラーは現れ続ける。一般的事例で第

1期 中にクロマ依存エラーが現れた事例 はない。

一般的事例 の第II期 は
,少 ないなが らクロマ依存エ

ラーが出現する時期 として特徴づけられたが,本 事例

においては第1期 で現れたクロマ依存エラーがさらに

割合を増す時期 となる。 クロマ依存エラーが多い とと

もに,ハ イ ト依存エラーが少ない ことも特徴的である。

第III期 は これらのエラーが減少 してい く時期である。

一般的事例の第III期 は正答率が非常 に低 い時期であっ

たが,そ れとはやや様相が異なる。

結局,本 事例においては,一 般的事例で各段階通 じ

てもっ とも多 く現れたハイ ト依存エラーが一貫してあ

ま り見 られない。その分,ク ロマへの着 目が早い段階

で起 こり,か つ全体 を通 じてクロマ を重視する聴取傾

向が強い と言える。

【年少B】FIGURE5参 照 。年少A同 様,4番 目の和音

が導入 された時点(記 録7)で クロマ依存エラーが出現

している。第1期 内ですでにクロマ依存エラーが認め

られること,第II期 で その割合 を増す こと,第III期 で

はエラーが減少 していること,全 段階を通 じて一貫 し

てハイ ト依存エ ラーが少ないこと,全 て年少Aに 共通

す る。本事例は第II期 に無答3が 多いことや比較的訓練

3何 も答えないという反応を無答として分類した。無答が現れ

たのは年少Bの みである。
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FIGURE4年 少Aの 各 段 階 に お け る正 答 率 お よ び 各 エ ラ ー の 割 合

*以 降,FIGURE6,7,8,9,10,11の 凡例 はFIGURE4と 同一であるため省略。

FIGURE5年 少Bの 各段階 における正答率および各エラーの割合
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期間が短期間である といった独自の特徴を持ちなが ら,

や はりハイ ト依存傾向が弱 く,ク ロマ依存傾向が早 く

現れかつ強いという特徴が認 められる。

【年少C,年 少D】FIGURE6,FIGuRE7参 照。年少C

は第III期に,初 期に導入 した 「CFA」 を除 くという

特別な処遇 を行 っている点,年 少Dは エラー自体少な

く非常 に短期で訓練が終了 している点,独 自の要素を

持 ちなが ら,年 少A,Bで 指 摘 した特徴を共有する。

クロマへの着目が早い段階で起 こり,か つクロマ依存

エラーが多 く,ハ イ ト依存エラーは全段階通 じて少な

い。 これ ら2事 例 において も,ク ロマ次元 を重視する

聴取傾向が示唆 され る。

FIGURE6年 少Cの 各段階における正答率および

各エラーの割合

(2-2)年 長事例の考察

【年長A】FIGURE8参 照。第1期 は,正 答率が比較的

高 く,少 ないエラーの殆 どがハイ ト依存エラーである

という点,-般 的事例の第1期 と同様である。 クロマ

依存エラーは現れない。第II期 もわずかなクロマ依存

エラーが出現する時期 という点では一般的事例 と同様

だが,本 事例においてはクロマへの着 目が起 こりにく

い傾向が指摘できる。は じめてクロマ依存エラーが出

現 したのは,第II期 後期 の 「記録16」 である。第II期

中,ク ロマ依存エラーが現れない記録 も多い。 この第

II期 にすでに見 られた,ク ロマ依存傾向が弱いという

特徴は,第III期 に もっ とも顕著に現れる。第III期は もっ

ともエラーの多い時期であるが,そ のエラーの殆 どが

FIGURE7年 少Dの 各段階における正答率および

各エ ラーの割合

ハイ ト依存エラーであり,ク ロマ依存エラーは第II期

同様,あ まり見 られない。一般的事例の第III期が多 く

の クロマ依存エラーが出現 した時期 であったことと比

較すると特徴的である。全体的にクロマ次元を利用す

る傾向が弱 く,奇 しくも年少事例 と全 く逆の傾向であ

る。

【年長B,C,D】FIGURE9,FIGuRE10,FIGuRE11

参照 。年長Bは,第II期 が より短期であることを除け

ば,全 体的様相が年長Aに よく似ている。年長Cは 非

常に長期化 している点,年 長Dは やや訓練期間が短期

である点等,や はり独自の特徴がある。それで も共通

する特徴 として,第1期 にはクロマ依存エラーは出現

せず,第II期 に入 って1ヶ 月以上経 ってようや く現れ

たクロマ依存エラーはその後 もあ まり出現することな

く第III期に はほとんど消滅 してしまうことが挙げられ

る。特に年長Dの 第III期で は,ク ロマ依存エラーが第

III期を通 じて一度 も出現 していない。全段階通じて,

エ ラーの殆 どがハイ ト依存エラーであ る。

年長事例に共通 して言 える特徴 はおおむね年少事例

と逆である。 クロマへの着 目が遅 く,ク ロマ次元を利

用す る傾向が弱い。その分,全 体 を通 じてハイ ト次元

を利用する傾向が強い。

結 論

年齢 による違いか ら推測 される加齢 にともなう変化
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FIGURE8年 長Aの 各段階における正答率お よび各エラーの割合

FIGURE9年 長Bの 各段 階における正答率お よび

各エラーの割合

とは,ク ロマ次元を利用す る傾向が減少 し,と もなっ

て相対的にハイ ト次元 を利用する傾向が増加すること

である。絶対音感 とはそ もそ も音名,す なわち音のク

ロマを特定する能力である。加齢にともないクロマ次

元に基づ く聴取の傾向が減 じられ るとの本研究 による

示唆は,APが 幼 少期にしか習得 できない とい う臨界

FIGURE10年 長Cの 各段階における正答率および

各エラーの割合

期現象に合致するものである。

討 論

従来のAP早 期学習説には大きく分けて3種 類の考

え方が存在 している。これらは相反するものではなく,

これらを含むいくつかの要因が作用してAPが 幼少期
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FIGURE11年 長Dの 各段階にお ける正答率および各

エラーの割合

にしか習得できない現象があると考えるべきであろう。

以下,本 研究結果を各説 に照らし合わせて論 じる。

(1)早 期 感受性説(古 典的臨界期説)

早 期感受性説 とは,APは 誰 しもが有する潜在的能

力の1つ だが,AP発 達 に適 した聴覚的感受性が現れ

る幼少期にそれを行使 することがない場合,能 力のレ

パー トリーがそれ以降永遠に失われてしまうという主

張である(Copp,1916)。 音 高を絶対的な値 として知覚す

る傾向が幼少期 に目立 って現れる事実はこれを支持す

る(Crozier,1997;Saffran & Griepentrog,2001;Saffran,

2003;Sergeant & Roche,1973)。Cohen & Baird(1990)

は類似の現象 として音素のカテゴリー発達 を挙げてい

る。乳児は非常に早期 に母国語の音素カテゴ リーを習

得するがその習得 にもやは り臨界期 が存在する(Wer-

ker & Tees,1984)。 こ こで謎 となるのが,母 国語の音素

カテゴリーは全ての母語話者が習得するのに対 し,音

高カテゴ リーの習得であるAPの 場合にはごく少数 し

か習得 しないという違いだが,こ の点 についてCohen

& Baird(1990)は,言 語 と音楽 とでは日常的な必要性

の違 いがあるためと論 じている。習得 しなければ言語

理解 に困難をきたす音素カテゴリーに比べ,音 高カテ

ゴリーは日常生活で必ずしも要求 されない。

クロマの参照枠形成 と考えられ るAP習 得において,

年少児ほどクロマを感知 し利用す る傾向が強 く見られ

た本研究の結果 は,ク ロマの感受性が早期 に顕著 に現

れ ることを示唆 してお り,こ の説に矛盾 しない。

(2)学 習抑制説

Crozier(1997)は,早 期感受性説だけではAPが 極 め

て少数にしか習得 されない事実 を説明できないとし,

学 習抑制説(unlearning theory)を視 野 に入れることを主

張 した。学習抑制説 とは,音 楽的訓練の中には,AP発

達 を阻害する要素が多 くあり,そ の種 の音楽的経験が

AP発 達の可能性 を失わせ るとい うものである(Abra-

ham,1901/1902)。 転 調や移調 して もメロディーの同一性

の知覚が要求 された り,よ り積極的に移動 ドのように,

同 じ音高 を異なる音名で呼ぶ経験等がAP発 達の可能

性 を失わせ,音 楽経験 にさらされ る発達の過程で相対

音感がAPよ りも優勢になってい くという主張である。

相対音感が芽生 えるとされる年齢が,Zenatti (1983)に

よれば6～7歳 であ り,奇 しくもAP臨 界期と重なる。

江 口(1991)は,AP習 得 を可能 とする条件 として,年

齢の他 に相対音感 をまだ身につけていないことを挙 げ

てお り,年 齢が低 くて も音楽経験によって相対音感 を

既 に習得している場合にはAP習 得 は困難 としている。

本研究結果 における年長児はクロマに依存 した反応

が非常に少な く,相 対的にハイ トに依存 した反応が優

勢であった。 この現象は,ク ロマに依存する傾向自体

の減少 とも解釈できるが,音 の相対的な関係をとらえ

ることに重点 を置 く音楽経験が,加 齢 にともない増加

す ることによって,ハ イ ト次元にお ける判別が発達 さ

せ られ,結 果的にクロマという手がか りを利用 しな く

なってしまった とい う可能性 も考 えられ る。本研究で

は年齢差 を抽出す るため音楽経験 を統制 したが,こ の

問題 を検討するためには,音 楽経験 の多寡 とAP習 得

可能性(お よびAP習 得過程の様相)と の関連を調べる必要

があ り,今 後の課題 となる。

(3)一 般的発達仮説

Takeuchi & Hulse (1993)は,AP発 達 可能性が加

齢 によって失われる理由 として,よ り一般的な発達に

ともなう認知的変化 を挙 げている。旋律 の個々の音 の

知覚から,音 のグループ化に関する高次の概念を形成

す るように発達するという発達的変化が仮定できるが,

それ こそがAPの 発達可能性を失わせ る変化であると

主張する。

本研究で採用 したハイ ト,ク ロマ2次 元には依存す

る傾 向に加齢 にともな う変化があることを示 したが,

以 下,本 結果 をこの説に照合して解釈 する。そもそも

ハイ ト次元では,音 高は周波数に対応 した連続量であ

り,意 味あるカテゴリーはない。 したが ってハイ ト次

元上 の判別に際 しては,他 の音 よりどの程度高いか と
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いった,音 同士の相対的な位置関係が重要な役割 を果

たす。対 してAP保 有者にとってクロマは,他 の音 と

比較することな く特定できる絶対的カテゴ リーである。

光の波長が連続的であ りなが ら,色 が我々の認識上カ

テゴリー的で,基 準なしに特定で きるのと同様であ る。

するとクロマ次元に依存する聴取は絶対的な聴取 ス ト

ラテジー,ハ イ ト次元に依存する聴取は相対的ス トラ

テジーと,そ れぞれ関連すると考 えられる。 この2種

類のス トラテジー間では発達的順序が仮定で きるだ ろ

う。個々のクロマの記憶を前提 とする絶対的な聴取ス

トラテジー と,短 期記憶中の基準音をたよりに相対的

に音高を見積 もる相対的な聴取 ス トラテジーでは,後

者の方が情報処理 として効率的 と言える。加齢 による

知的発達に ともない,絶 対的か ら相対的へ,言 い換 え

ればクロマ依存か らハ イ ト依 存へ,優 位 なス トラテ

ジーが交替 し,AP発 現 を支 える絶対的ス トラテジー

が劣勢になるのを機に,AP習 得 可能性 も失われ る と

考 えられ る。

以上の3説 を統合すると,1つ には早期感受性説が

指摘するように,幼 少期特有の聴覚的感受性が音 の響

きという特性であるクロマの知覚に有利に働 いている。

加 えて一般的発達仮説の言 う,音 列 をまとまりとして

知覚 し相対的に音高を処理することに長けていない,

幼 少期ならではの認知的未熟 さもまた,音 を個々に知

覚する傾向を強め,カ テゴリカルな属性であるクロマ

の知覚を容易 にしている。 このようなAP発 達 を有利

にする幼少期 に特徴的な聴取 が,加 齢にともなう知的

発達等成熟要因で失われてい くことに加 え,学 習抑制

説によれば,相 対的な音高処理(相 対音感)を 発達 させ

る音楽経験 もまたそれを失わせる方向に作用する。結

果,あ る年齢 になって相対的 な聴取 ス トラテジーが

いったん優位になってしまうと,そ の方がもともと効

率的であることも手伝い,後 か らAP的 ス トラテジー

を習得することができなくなるのであろう。
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師が先のような 「指導行動の行使の仕方」をとる こと

で十分な信頼 を得て,指 導の内容 を浸透させ,そ れ に

よって個々の児童の人権意識を確立 させることが,い

じめや仲間 はずれがない学級雰囲気を作ることにつな

がってい くもの と予想されるだろう。加えて,信 頼感

や人権意識 を育成 するためには,児 童の内面にまで影

響 を及ぼす ことが必要であ り,こ の ような雰囲気の醸

成には,長 い時間を要することも予想 される。

狩野 ・田崎(1990)は,勢 力資源 「親近 ・受容」 とモ

ラールの 「学習動機」,「学習環境評価」,「目標達成努

力」,勢 力資 源 「明朗性」 とモ ラール の 「テ ス ト適

応」,「目標達成努力」等にそれぞれ正の相関が見 られ

ることを明 らかにしている。 これ らの結果から,教 師

の 「受容 ・親近 的な態度」や 「明 るい特性」が学級の

「意欲的な雰囲気」に影響している可能性が考 えられ

る。 また,児 童 の意欲を育成するためには,児 童の内

面にまで影響 を及 ぼすことが必要であると考えられる。

したがって,こ のような雰囲気の醸成には長い時間を

要することが予想 されるだろう。

平川(1998)は,中 学校・高校の体育教師の勢力資源

として 「罰 ・威圧性」因子 を抽出 している。 この因子

は,田 崎(1979)や 河村 ・田上(1997)の 抽 出 した 「罰」

因子では見 られなかった「先生が こわかったか ら」,「強

そうだったか ら」等の 「叱った ときの怖 さ」や 「外見

か ら感 じる威圧性」を示す項 目が含 まれている。「体育」

は 「規律」に従 った集団行動をすることが多い教科で

あるので,平 川(1998)の 調 査で,回 答者は集団行動の

場面を思い浮 かべて教師を認知することが多かったの

ではないだろ うか。 したがって,小 学校でも,集 団行

動の場面では,教 師の 「叱った ときの怖 さ」や 「外見

の威圧性」が 「規律」に影響 を及ぼし,従 来の研究結

果 とは異なる効果が示される可能性 も考 えられ る。 ま

た,「 規律」は,価 値観や意識の変革 を要する雰囲気 と

は異なり,き ま りを守らせ る等の行動,す なわち,外

面的な変化によって生じるもの と考 えられることより,

比較的短期間 で影響が及ぶ ことが予想されるだ ろう。

以上の点を踏 まえて,本 研究で作成する 「教師の影

響力」に関わ る質問紙の内容 は,「 指導行動」の ように

限定された ものではなく,教 育活動場面において,具

体的な働 きかけを含み,多 面 にわたって,学 級雰囲気

に影響を与 える と認知された教師の姿を取 り上げるこ

ととする(以 後,こ の質問紙を 「教師認知」と呼ぶ)。なお,

この 「教師認知」は 「学級崩壊」 などの学級での不適

応問題が盛 んに指摘 されている小学校高学年に焦点 を

当てて検討 をお こなうこととする。

教師の影響力全般について,児 童 による「教師認知」

によってとらえ,「 学級雰囲気」との関連について調べ

てい くのであるが,こ こで考慮 しておきたいのは,調

査時期の問題である。学級集団の多 くが1年 間で解散

するため,教 師の教育指導は学級終末(学 年末)を 念頭

にお くことが求められ(蘭 ・武市 ・小出,1996),学 級 雰囲

気 も 「学年末」が最も醸成されているもの と考えられ

る。 したがって,教 師の効果的な影響 を考 える場合,

学年末の 「教師認知」が学年末の 「学級雰囲気」に与

える影響 を検討することが非常に重要になって くると

いえる。その一方で,教 師主導で学級づ くりをす るの

は主に1学 期である(渕上,2000)と い うことがあ り,1

学期の 「教師認知」が同時期の 「学級雰囲気」,さ らに

は学年末の 「学級雰囲気」にも影響 を及ぼす可能性が

考えられ,こ れ らの関係について も検討をお こなう必

要があるだ ろう。そのような検 討 をお こな うこ とに

よって,1年 間のどのような時期の どのような教師の

あり方が,望 ましい 「学級雰囲気」を規定 しているの

か,明 らかにすることができ,教 師の学級づ くりの問

題に対 して重要な示唆を与 えることができるもの と考

える。

以上,本 研究は,「 学級崩壊」や 「いじめ」など学級

経営上の問題 に対 して示唆 を得るために,教 師の学級

集団に及ぼす影響について検討 しようとす るものであ

る。「指導行動」等のように限定 されたものではなく,

「指導行 動 の行使 の仕 方」や,「 受 容 ・親 近 的 な態

度」,「明るい特性」,さ らには 「叱ったときの怖 さ」,

「外見の威圧性」 といった多面的 な教師の姿に着目し,

これ らの相対的な影響の程度について,1年 間の時間

軸に沿って,総 合的に分析 を試みることで,あ るべ き

教師の姿を明 らかにしようとする。その際,従 属変数

としては,望 ましい 「学級雰囲気」の側面 として,「 人

権意識の高い雰囲気」や 「意欲的な雰囲気」,「規律」

ある雰囲気 に着 目する。その上で,「 人権意識」と 「意

欲」は,児 童の内面に深 く関わるものであるか ら,長

い時間 をかけて,教 師の一貫 した指導,自 信 のある態

度,モ デルの提示 と,子 どもを受容 し,明 る く親 しみ

のある態度 によって醸成されてい くであろうというこ

と,「規律」は,外 面的な変化 によるものであるか ら,

比 較的短期間で,教 師の怖 さや外見上の威圧 によって

醸成されるであろうとい うことを仮定 した。 このよう

な仮説の検証 によって,1年 間の学級づ くりのどのよ

うな時期 にどのような教師像が求められ,望 ましい学

級雰囲気の醸成 にあたって,教 師が具体的にどのよう

に働 きかけをおこなえばよいか,重 要な示唆が得 られ


